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成果

・補助金を受け、会場費に充てることができたことにより、より多くのシニア交
流会を行うことができ、多くのかたに認知された。
・専門知識を持った講師を招くことで、会員の専門知識が深まり、悩みの解消
や、より効果的な課題解決を見出すことに繋がった。
・補助事業を通じて、△△であることがわかったので、これまでのノウハウを活
かし、〇〇地域交流センターだけでなく、他の施設においてもシニア交流会を開
催し、活動の範囲を広げるきっかけになった。

事業名

シニアの交流会

場所

○○地域交流センター

内容

月１回（計１０回）○○地域交流センターで、市内の高齢者を対象に、健康体操・交流・
相談会等を開催した。

事業報告書

団体名 地域の高齢者の健康を守る会

実施期間 令和５年６月１日～令和６年３月１８日 参加者数 延べ２００名

見本


	事業報告書 (見本)

